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＜連絡事項＞
· これまで当院で採用していた“パンパール錠”（肝臓疾患用剤）が製造中止となり、代わりに“ヨウレバー錠”を採用する事になりました。不明な点は薬局へお問い合わせ下さい。

· １月８日（月）が祝日である為、皮膚科は１月９日（火）に東病棟と合同で行なう事になりました。東病棟診察室にて行いますので誘導をお願い致します。

· 長谷川　陽一様～15:30「ごはんにツバをかけられた」と異常体験に左右され、他患者

様（山田隆雄様）を3～4発殴る暴力行為がありました。お二人の距離をおいていただいていますが、イライラ感強く威嚇的な様子続いています。今後も、異常体験に左右され暴力行為に至る可能性ある為、16:00東Ａユニット一般へ転出となっています。今後は、全ての患者様へ、病的体験に左右された行動を起こす前に患者様の変化に気付き直ぐに介入できるように関わっていきましょう。
＜定期薬変更＞

· 古川　文博様～臨時で処方となっていた抗うつ薬が追加となっています。希死的発言が

聞かれる事もありましたので、所在確認、睡眠状態、他者との関わり方について観察していきましょう。

　　　　　　　　　デジレル（25）１Ｔ→２Ｔ

· 本多　富美様～血液検査の結果で肝機能改善みられている事から、肝臓疾患用剤が減薬

となっています。血液検査の結果を確認しつつ、間食の様子観察や運動を促していきましょう。

　　　　　　　　　パンパール（20）６Ｔ→３Ｔ

· 晴山　長司様～臨時薬で処方となっていた酵素阻害剤が追加処方となっています。間食

の要求がありますが、ケアプランを参考しケア展開していきましょう。

　　　　　　　　　メバロチン（10）１Ｔ　追加

· 中森　みや子様～妄想や幻聴の発言聞かれず、落ち着いて日課やプログラムへ取りくめ

ている事から、抗精神病薬減薬となっています。減薬した事により、妄想や幻聴が出現し生活に支障が出でいないか観察していきましょう。

　　　　　　　　　アーテン（2）２Ｔ→１Ｔ

　　　　　　　　　ハロステン（1）３Ｔ　止め

　　　　　　　　　リントン（0.75）３Ｔ　追加
· 市川　真紀子様～就床前薬（ドラール）の拒薬が続いていた事から、抗精神病薬服薬変

更となっています。異常体験に左右され食事を摂取されなかったり、拒薬されたりしています。異常体験に左右され日課やプログラムへ支障がないか観察し、服薬の必要性を説明し促していきましょう。

　　　　　　　　　ドラール（20）１Ｔ　止め

　　　　　　　　　セロクエル（100）１Ｔ→２Ｔ

＜患者様情報＞

· 古川　文博様～就床時間遅めで睡眠の不安定さある事から、眠剤処方となっています。

また、退院時処方が８日分処方となっています。夜間の睡眠や日中のプログラムへの取り組み状況や他患者様との接し方について観察していきましょう。

　　　　臨時薬　ハルシオン（0.125）１Ｔ　１×vds

　　　　　　　　今朝、女性スタッフへ抱きつこうとし他患者様（清水徹様）に注意された事で、注意した他患者様に殴りかかる事がありました。直ぐに制止し、お二人の距離をおいて頂き理由について問いますが黙ってしまっています。「自分は悪くない」と反省している様子薄く、再び清水徹様に近ずいて行く事がありますので、トラブルに至らないように要観察していきましょう。主治医と問診していますが、退院までの残り３日間を気分を落ち着けて過ごし、一日の生活を規則的に送る事を目標にして取りくみましょうと説明あります。

· 佐々木　修様～臨時薬が同内容で14日分継続処方となっています。引き続き、夜間の

睡眠様子やプログラムへの取り組み状況について観察していきましょう。

· 田中　静子様～１２月２７日　15:30～主治医・ソーシャルワーカー・本人とで今後に

ついて面談する予定です。病棟からはＧＯＭが入ります。

· 種本　福松様～嘔気・嘔吐が続いている事から、夕食より全粥食へ変更となります。

排便は３日間ないとの事ですが、腹鳴は聞かれています。「今までの症状とは違う！」と話し心気的な様子伺えます。嘔吐があった際はバイタルサイン測定を行い、心気的な訴えあった場合は傾聴し不安感を軽減できるよう関わっていきましょう。
＜皮膚科診察＞

・平　勝利様　　清水　進様　　春本　司郎様

　～タベジール（抗ヒスタミン剤）２Ｔ　２×朝・夕　７日分

全身の急性湿疹ある為、継続処方となっています。

· 佐々木　みね様～帯状疱疹軽減傾向である事から、副腎ホルモン剤が飲み切り止めとな

ります。

· 古川　文博様～診察拒否し、急性湿疹の痒みがない為、抗ヒスタミン剤が飲み切り止め

となります。

· 八森　正様～頭部に円形脱毛症がある為、フロジン液（毛髪用剤）処置追加となってい

ます。

· 木村　義重様～左第１趾のベンチ腫・感染瘡がスピール膏・アズクロ→スピール膏・

テラコートリル・アズクロへ処置内容が変更となっています。

· 入浴時や皮膚科処置時に皮膚状態の観察をしていきましょう。

＜クリスマス会・クリスマス夕食会について＞

～クリスマス会～

· 初め参加拒否していた患者様も促しにて参加できていた。

· 誘導もスムーズに出来た。

· 各グループの出し物も拒否なく行なう事が出来ていて良かった。

· ケーキ試食時の飲み物の配り方で、はじめの方には飲み物が少なかった為、皆さんに同じ量で分けてから配ると良かった。

· 出し物の練習する回数が少なすぎたのでないか。

～夕食会～

· お膳が遅かった。

· レストランが寒かった。

· 宝さがしのゲームは楽しかった。

～全体～

· ひとりのスタッフに負担がかかり過ぎていたのではないか。

· 患者様へ事前にタイムスケジュールの説明が必要であったと思う。

· プレゼントの中身が、１つの方もいれば３つの方もいたので、数は同じな方が良かったのではないか。

· 食事やケーキ等、特食の方も同じカロリーで食べて良かったのか。同じで良いという連絡も事前に入らなかった。

· 服装について、患者様が声掛けなしでも着替えている事が出来ていて良かった。出来ていない患者様へは促しが必要であったが応じる事は出来ていた。

